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１. 従来型インフラの課題とコンテナ
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メンテナンス時間の
調整が大変
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１-１. 現場の開発者・運用者の悩み

環境がバラバラで
運用負荷が高い

開発環境とテスト環境の
構成が違う

特定のサーバだけ
問題が発生する

テスト環境の使用
時間の調整が大変

開発環境を作る
のが大変

自分専用の開発環境が
欲しい

環境の払い出しに
時間がかかる

障害時のリカバリを
迅速にしたい

システム変更作業の
手順が複雑

リリースサイクルを
短縮したい

アクセス集中時の
レスポンス悪化を

防止したい

パッチ適用作業を
効率化したい

本番リリース作業の
負荷を減らしたい
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１-２. 従来型インフラの課題の原因

1.環境の多様化と標準化されていない環境

2.ビジネスニーズに沿わないインフラ基盤

Docker (コンテナ)を活用することで、
従来の課題を解決可能

課題の原因を大きく分類すると次の２つに起因する
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1-３. コンテナ（Dockerコンテナ)とは

アプリケーションと実行環境をパッケージング
（コンテナ化）したもの

コンテナのメリット
• 軽量
• リソースの効率的な活用
• ポータビリティ
• 俊敏性

https://www.docker.com/what-container より図形引用
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1-４. Dockerとは

Linuxコンテナの作成と実行を可能にする
標準化されたコンテナの技術仕様。
本日は細かい説明は割愛。

ちょっと○○を試してみたいというときは、
Docker Hub がとても便利。

Dockerfile

サーバ Docker Hub

Base
Image

コンテナ
Image

コンテナ
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build
pull

push

run commit

start/
stop/
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Image
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Image

Base
Image

Base
Image

Base
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１-５. コンテナ運用の課題

Docker単体では本番システムとして運用する
には課題が多い (不可能といってもよい)

信頼性/
高可用性

スケーリング

データ永続化

統合管理

イメージの管理

モニタリング

アクセス方式

デプロイプロセス

これらの課題を解決するためには、コンテナの
管理基盤が必要

多くの課題
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２. コンテナ管理製品とOpenShift
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２-１. コンテナ管理製品と動向

Docker Swarm Kubernetes Apache Mesos

https://www.docker.com/kubernetesより図形引用

Dockerコンテナ管理製品

他にも
Amazon ECS
などいくつも
存在

Google Trend DockerがKubernetesをサポート
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２-２. KubernetesをラップするOpenShift

OpenShift とは

• コンテナ管理基盤
• Docker & Kubernetes ベース
• ビルド、デプロイ、スケジューリング、

スケール、イメージ管理、外部アクセス、
ボリューム管理 などの機能を提供

• PaaSプラットフォームでもある
• オープンソース

Kubernetes : Docker コンテナ群をオーケストレーション
するためのコンテナ管理ツール
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２-３. OpenShiftでできること

① コンテナのオーケストレーション/スケジューリング/モニタリング

② Docker イメージのデプロイ

③ セルフポータルでのコンテナビルド/デプロイ

④ コンテナイメージと実行バージョンの管理

⑤ 容易なロールバック

⑥ ローリングアップデート

⑦ オートスケール

⑧ DevOps の手助け

and so on ・・・
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３. Demonstration
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３-1. Demonstration

Demonstration
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３-2. 実際にさわってみましょう

https://www.openshift.com/dedicated/test-drive.html

無料で利用できる TestDriveが準備されていますので、
興味を持たれた方は是非さわってみてください。
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４. まとめ
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４. まとめ

・ コンテナの活用は従来のインフラの課題を解決できる

・ コンテナをエンタープライズ環境で運用するためには
コンテナ管理基盤は必須

・ コンテナ管理製品として本日はOpenShiftをご紹介

・ OpenShiftはコンテナのビルドから運用までを広く
サポートし、DevOpsを促進

・ 無料で利用できるTestDriveがあるので、興味を持たれた
方は是非試してみてください
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他社所有商標に関する表示

・DockerはDocker Inc.の米国およびその他の国における登録商標又は商標です。

・Kubernetes は、The Linux Foundation の米国及びその他の国における登録商標又は商標
です。

・Apache、Apache MesosはApache Software Foundationの米国およびその他の国におけ
る登録商標又は商標です。

・Red Hat、OpenShiftは、米国及びその他の国におけるRed Hat,Inc.の登録商標又は商標で
す。

・Googleは、Google Inc.の米国およびその他の国における登録商標又は商標です。

・Microsoft、Azureおよびその他のマイクロソフト製品名は、米国Microsoft Corporationの
米国及びその他の国における登録商標又は商標です。

・Linuxは、Linus Torvaldsの米国及びその他の国における登録商標又は商標です。

・その他本資料に記載の会社名及び製品名は、一般にそれぞれの会社の商標又は登録商標です。
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